






















1 2 7 7 9 号
平成 9 年 1 月 16 日






教授大森秀信 教授今西 武 教授岩田宙造
論文内容の要旨
















このような状況の元，カルパペネム系抗生物質の化学修飾による探索研究の結果， 1 位置換基には β メチル基が代







一方，同じ βーラクタム系抗歪物質で、あるセブエム系抗生物質の分野では，一般に 3 位側鎖として炭素原子が直結し
た置換基が汎用されており，優れた抗菌活性を有する種々の誘導体が数多く開発され臨床に供されている。しかし，
カルパペネム系抗生物質研究分野ではアルキル基等，炭素原子が直結した非天然型側鎖を有する誘導体は，ごく単純















3 )先の Heck-type のクロスカップリング反応，あるいは著者等の研究所で既に大量合成法が見出されている 2~ ヒド
ロキシメチル体より得られた鍵中間体2-アリルアルコール体を用いて， 2 位に3-置換 1-プロペニノレ側鎖を有するカ
/レパペネム誘導体の合成を行った。これらの誘導体のうち 3- ピリジニウム-1-プロペニル誘導体は，グラム陽性菌，
陰性菌共に優れた抗菌活性を示した。
4) 2- ヒドロキシメチル体より得た2- ビニル体とニトロンとの1 ， 3一双極付加反応により得られたイソキサゾリジニウ
ム誘導体は，グラム陽性菌，陰性菌共に強い抗菌活性を示し，イミペネムと比べて遜色のない優れた活性化合物を








また，この中で， 3- ピリジニオー1-プロペニルおよび 2 位側鎖としてイソキサゾリジニウム側鎖を有する誘導体がグ
ラム陽性及び陰性菌に強い抗菌活性を示し，特に後者の化合物は臨床薬として用いられているイミペネムと遜色のな
い優れた活性を有することを見出した。
これらの研究成果は，博士(薬学)の学位論文として価値あるものと認める。
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